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H20．6．1現在  

医師の処遇改善に係る制度設計（病院宿  
日直、救急部診療体制及び給与等）  

○ 宿日直手当  10，000円／回  

○・オンコール手当  6，000円／回  

○ 盛衰怒顔灘葡聾棄当  

手術等保険点数の1／10を次に表の定めのとおり支給   

※ 時間外・休日における患者の手術・麻酔に従事した医師に支給  

○ 盛慧語診療従事調整手当   5，000円／回  

○ 蘭華葡鼻  当
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 教  授  

准 教 授  
講  師  

助敦一助手  
医  員  

教  授  30，000円（基礎・看護・薬剤）  

○ よ診療従事魂垂手当（月額）  
医  員  10，000円   

※ 医員の処遇改善と研修医との給与格差の改善のため  

○ 2，000円／回（1時間以内）  
える場合、3。分につき、1，。。。円を上記に加算）  

○ 分娩リスク手当   

※ 分娩業務に従事した産科婦人科（2人まで）、小児科（1人まで）の  
医師に支給  

従事医師等数   手当の額   
1人   1人につき20．000円   
2人   1人につき10．000円   
3人   1人につき  7，000円   

○ 看護職員数育指導手当（月額）   20，000円   

※ 看護職員の教育指導の業務に従事する看護部長、副看護部長、看護師長  
に対して支給   



医師の処遇に係る制度設計の推移  （病院宿日直、救急部診療体制及び給与等）  

【～平成17年11月］  ［17年12月から】  ［新制度】  

◎病棟宿日直  
（17箇所）＋lCU宿日直  

○宿日直手当  
＠14，000円  

○オンコール手当  
＠ 6，000円  

○オンコール（出動）手当  
＠ 6，000円  

※出動したオンコール当   
番者に限り支給  
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●新たな「インセンティプ」  

①診療従事特別調整手当   
手術等保険点数の1／10を還元  

※ 時間外・休日における患者の手術・麻酔に   
従事した医師に支給  

保険点数の割合を勘案し手術の技術料とし   
ては4割程度が考えられるが，施術・手技の   
難易度と必要時間が合致しないことも考えら   
れることなどから，当面は時間外のみを対象   
として1割を支給   

②緊急時診療従事調整手当  
＠5，000円  

※ 要請等に基づき救急対応等を行った医師に   
回数に応じて支給  

助手の超過勤務単価と業務が平均2時間で   
あることを勘案した金額である。  

◎救急部  
○救急診療従事手当（＃続）  

◎診療従事教員等特別手当（月額）  

■l  

◎救急部  

○救急診療従事手当  
＠14，000円   

※8時間、16時間勤務   
とも同額を支給  

◎診療従事教員等特別手当   
教員＠15，000円   
医員＠ 7，000円  

※ 勤務状況等に応  
超過勤務手当1  
助 手＠40，  
講 師＠45，  
助教授㊥50，  
教 授＠60，  
医 員＠30，  

じた額の改訂  
5時間に相当する額  
000円  

000円  

00 0円  
00 0円  

000円  

◎診療従事調整手当（月額）  
医員＠10，000円  

※ 医員の処遇改善と研修医との給与格差の改   
善のため   



平成18年8月26日（土）  

山形新聞（社会面）  
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